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　春の火災予防運動の一環として、４月２５日にホクレ
ンショップ前で街頭啓発が行われました。一日消防署
長には、さわら幼稚園の大島修子園長が任命され、一
日消防士となった園児５人も参加。「火事のない明る
い町を作りましょう」と元気いっぱいに防火宣言を行
い、その後、買い物客へ火災予防を呼びかけ、火の取
り扱いへの注意を笑顔で伝えました。春先の乾燥しや
すい時季を前に、防火意識を広める活動となりました。

02 令和８年春の火災予防運動

急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし

　４月２２日、森ロータリークラブ例会において、森高
校野球部へ寄付金１０万円が贈られました。奉仕プロジ
ェクトの一環として実施されたもので、河野会長は「地
域の魅力発信につながる存在として期待」と激励。
　吉田監督は「２年前に活動を再開し、現在１５名体制。
１０年ぶりの単独出場を目指す」と述べ、支援への感謝
と今後の活躍を誓いました。５月１０日の春季大会では
単独チームで出場を果たしています。

01 森ロータリークラブ寄付金贈呈式

森高野球部へエールを贈る

　５月２日、「もりまち桜まつり」で森中学校３年生が、
町産ドライフラワーを使ったクラフト体験を実施しま
した。１年時から構想し、素材選びや試作を重ねた企
画で、今年はハーバリウムペンやボトルに加え、レジ
ンのキーホルダーも登場。生徒がマンツーマンで制作
を支え、参加者は真剣な表情で取り組みました。完成
した作品に笑顔が広がり、「きれいにできてうれしい」
との声も。約100人が訪れ、会場はにぎわいました。

03
花でつなぐ学びのかたち

左／吉田雄人監督　右／河野文彦会長

来店者に火災予防を呼びかけるさわら幼稚園の園児たち

和やかな雰囲気の中、笑顔で制作をサポートする中学生

クラフト体験「森中さわやか工房」

　４月１２日、森町民体育館で「第１回森ロータリーク
ラブ杯争奪剣道錬成大会」が開催され、全道各地から
３４団体、約240人の選手が参加しました。会場は緊張
感と熱気に包まれ、白熱した試合が次々と繰り広げら
れました。決勝では森剣道スポーツ少年団が接戦を制
し、見事初代王者に輝きました。森ロータリークラブ
河野文彦会長は「剣道を初めて観たが、迫力と礼儀正
しさに感動した」と述べられました。

04 第１回森ロータリークラブ杯争奪剣道錬成大会

剣士集結！森ロータリー杯 初開催

初代王者に輝いた森剣道スポーツ少年団

まちの TOPICS　マチトピ！
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　５月９日、株式会社新栄建設が地域社会貢献活動と
して、道の駅「つど～る・プラザ・さわら」駐車場内
の舗装補修工事を行いました。駐車場内のひび割れや
へこみを補修し、利用者が安全で快適に利用できる環
境を整備。観光シーズンを迎え、多くの来訪者が訪れ
る中、地域の玄関口して安心して利用してもらえるよ
う、丁寧に作業が進められ、利用環境の向上につなが
る取り組みとなりました。

06 社会貢献活動（道の駅駐車場内の舗装工事）

安心して利用できる道の駅へ

　５月７日、森地区保護司会森支部（金谷孝己支部長）
は「社会を明るくする運動」の一環として、桜まつり
会場で「イエローライトアップ」を実施しました。黄
色い光には「希望」や「再出発」への願いが込められ
ており、更生保護や再犯防止への理解を広めました。
罪を犯した人の立ち直りを地域で支える大切さや、保
護司など更生保護ボランティアの活動を周知し、安心
して暮らせる地域づくりの意識向上を図りました。

05 森地区保護司会森支部　桜の木イエローライトアップ

黄色い光で支える再出発

道南では初めての試みというイエローライトアップ

重機と手作業で駐車場を補修する作業員たち

まちの TOPICS　マチトピ！

　４月27日、森町民体育館で森町スポーツ少年団結団
式が行われ、各少年団に所属する児童生徒約120人が
参加しました。式では、団員代表として砂原野球スポ
ーツ少年団に所属する平井一

いっさ
颯さん（さわら小・６年）

が「スポーツをとおして心も体も健やかに、たくまし
く成長していけるよう努力します」と力強く選手宣誓
を行い、これからの活動に向けて気持ちを新たにしま
した。

07 令和８年度森町スポーツ少年団結団式

仲間と歩む一年の始まり

技術の向上と周囲への感謝を声高に宣誓する平井さん

　５月３日、桜が咲き誇る青葉ヶ丘公園を会場に「楽
市楽座もりまち食KING市」が開催されました。
　昨年に引き続きゴールデンウィーク期間中の開催と
なり、約2,000人が来場しました。会場には13店舗が
出店し、飲食のほか、農水産物やいかめしなど町の特
産品を販売。花を眺めながら食事や買い物を楽しむ来
場者の姿が多く見られ、家族連れや観光客でにぎわい
ました。次回の食KING市は７月５日開催予定です。

08 楽市楽座もりまち食KING市

春のにぎわい 食KING市開催

来場者で賑わう会場の様子


